
就労応援講座【西東京市】

平成29年度に本市で実施した市民意識・実態調査では、女性の
就労についての考えとして「結婚出産などで仕事を一時的に辞め
るが子どもが大きくなったら再び仕事をする」を女性の約6割、男性
の役5割が選んでいることから、再就職のニーズが高い。

地域の実情と課題

民間企業（委託事業者）：講座等の実施
西東京商工会：事業周知協力
ハローワーク三鷹：事業周知協力、事業の周知
市民協働推進センター：事業周知協力
市内・近隣大学：参加者募集
市内母子団体：参加者募集

連携団体

実施時期が年末に近く、保育園等のイベント時期と重なったため
か、前年度と比較し参加者が少なかったため、今後は開催時期の
検討が必要である。
また、しごとセンター等との連携事業を実施しなかったため、今

後は、さらなる連携を目指す。

今後の課題

日程の影響か、前年度より参加者が募集定員に達しなかった。
ただ、講義自体には無断欠席もほぼなく、宿題にも熱心に取り組
む姿から参加者の意識の高さも感じることができた。
これらのことから、当事業は西東京市に住み、子育てや介護の

ために離職した方々の再就職に向けた取り組みとして高いニーズ
があることが確認できた。
アンケートの結果からも、日常生活の中で自分のキャリアについ

て考え、具体的に取り組みができる人を増やすことに寄与できた。

事業の効果

参加者数は、目標20名に対して申込は19名で当日参加者数は
体調不良等により13名であったので達成できていない。
参加者の満足度は、100％であり目標を達成している。

目的・目標

就職を希望する女性や就労に一歩を踏み出せずにいる女性を
応援するため就労応援講座（3回連続講座）を実施した。

事業の特徴

個別事業費 468 千円

交付金額 233 千円

事業番号 1



事業の概要

就職を希望する女性や就労に一歩を踏み出せずにいる女性を応援
するため就労応援講座（3回連続講座）を実施した。

主な内容としては、市内で起業している女性から自身の経験等を学
んだり、仕事と家庭を気持ちよく両立できるような整理整頓術、自己
分析を行いながら自身にあった仕事の見つけ方を学ぶ講座を実施し
た。
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